
他大学招へい学生ボランティアセミナー
「持続可能な学生ボランティア活動に向けた支援・連携」

全国各地で発生する災害の現場では、学生ボランティアの活躍が注目を集めてきまし
た。しかしながら学生ボランティアは、メンバーの高い流動性、組織基盤の脆弱性、
内省経験の不足など、学生ゆえの課題も抱えており、活動の持続性をいかに担保する
かが問われてきたといえます。そこで本セミナーでは、学生ボランティア活動が持続
するうえでいかなる課題を抱えており、多様な主体を交えた支援・連携体制をどのよ
うにつくっていくのか、全国各地の大学生とともに考えていきます。

日時： ３月３日（火） 9:00～15：00

場所： 東北大学川内北キャンパス

マルチメディア教育研究棟 M601教室
※地下鉄東西線川内駅から徒歩約3分

定員： 60名程度

主な内容

◇趣旨説明 松原久（課外・ボランティア活動
支援センター）

◇基調講演 鈴木典夫教授（福島大学災害
ボランティアセンター顧問）

◇活動報告 各大学の学生ボランティア団体

◇ワークショップ

参加予定大学：
東北大学、東北学院大学、尚絅学院大学、神戸大学、広島大学、熊本大学、熊本県立
大学、高知大学 ほか
主催・問い合わせ：
東北大学課外・ボランティア活動支援センター
Tel：022-795-4948  Mail：vol.tohoku.univ@gmail.com

※事前申し込み不要・参加費無料

本プログラムは、2019年度 東北大学高度教養教育・学生支援機構 教育開発推進事業「社会連携・市民性教育・『居
場所』創出に向けた『課外・正課リンク』の開発と評価」（代表 小田中 直樹）の一環として実施されるものです。


